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こ
れ
以
上
交
通
事
故

は
起
こ
す
ま
い

み
ん
な
で
交
通
安
全
を

最
近
は
、
交
通
事
故
が
と
く
に

多
く
な
り
毎
日
何
人
か
の
死
傷
者

が
で
て
い
ま
す
。

こ
の
お
そ
ろ
し
い
交
通
事
故
も

お
た
が
い
が
ち
ょ
っ
と
注
意
を
す

れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
防
げ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
人
ご
と
で
な
く
、
い
づ
ど
こ

で
自
分
に
お
そ
い
か
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。

運
転
を
す
る
人
、
歩
く
人
み
ん

な
が
真
剣
に
こ
の
問
題
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
時

期
に
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全

健
民
運
動

こ
と
し
も
、
十
月
十
一
日
か
ら

十
日
間
、
秋
の
交
通
安
全
健
民
運

動
が
、
全
国
的
に
実
施
中
で
す
。

最
近
の
交
通
事
故
は
、
歩
行
者

事
故
や
オ
ー
ト
バ
イ
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
に
よ
る
も
の
が
ふ
え
て
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
運
動
は
山
口

県
内
で
次
の
三
項
目
を
重
点
と
し

て
実
旆
さ
れ
ま
す
。

●
　
歩
行
者
の
安
全
な
横
断
の
確

保
。

・
　
オ
ー
ト
バ
イ
・
バ
イ
ク
、
自

転
車
の
安
全
運
転
の
確
保
。

・
　
自
衛
体
制
の
確
立
。

正
し
い
交
通
の

き
ま
ま
り
で

交
通
安
全
は
、
わ
に
し
た
ち
の

日
常
生
活
に
む
す
び
つ
い
た
切
実

な
問
題
で
す
。
正
し
い
交
通
の
き

ま
り
を
身
に
つ
け
、
態
度
に
示
す

こ
と
が
必
要
で
す
。

・
　

道
路
の
拱
断
は
、
必
ら
ず
横

断
歩
道
を
渡
る
、
横
断
歩
道
で

は
「
手
を
あ
げ
て
」
運
転
者
に

「
わ
た
し
は
今
か
ぶ
渡
り
ま
す

よ
」
と
い
う
合
図
を
し
て
、
横

斷
を
は
じ
め
ま
す
。

・
　
道
路
で
の
遊
戯
や
飛
び
出
し

は
危
険
で
す
。
時
速
六
十
キ
ロ

で
走
っ
て
い
る
車
は
、
一
秒
間

十
六
・
六
メ
ー
ト
ル
も
進
み
ま

す
。
こ
の
車
が
急
停
車
す
る
た

め
に
は
、
三
十
二
・
九
メ
ー
ト

ル
の
距
離
が
必
要
な
の
で
す
。

車
の
運
転
に
は
無
川
が
い
ち

ば
ん
い
け
ま
せ
ん
。

お
酒
を
飲
ん
で
の
巡
転
や
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
危
険
な

追
い
越
し
な
ど
は
自
殺
行
為
で

す
。交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
は
じ

め
ま
し
よ
う
。

別
に
お
く
ば
り
し
た
「
交
通

安
全
家
族
会
議
を
」
の
資
料
を

利
用
し
て
家
族
み
ん
な
で
話
し

あ
い
、
交
通
の
き
ま
り
や
、
ど

う
し
て
事
故
か
ら
守
る
か
、
事

故
を
起
こ
さ
な
い
か
を
研
究
し

、
実
行
す
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
町
内
会
、
自
治
会

や
会
社
、
工
場
、
学
校
な
ど
の

地
域
や
職
場
に
交
通
安
全
を
推

進
す
る
組
織
を
つ
く
り
、
交
通

の
き
ま
り
を
守
る
話
し
あ
い
や

、
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
な

ど
考
え
、
み
ん
な
で
交
通
事
故

を
な
く
す
る
よ
う
努
力
し
た
い

も
の
で
す
。

国
連
講
演
会

国
際
連
合
山
口
県
本
部
が
主
催

で
、
記
念
講
演
会
を
ひ
ら
き
ま
す

（
と
　
き
）

1
0
月
1
9
日
（
水
曜
日
）

午
後
２
時
か
ら

（
と
こ
ろ
）

市
役
所
大
会
議
室
（
三
階
）

（
講
　
師
）

外
務
省
国
際
連
合
局

参
事
官
　
滝
川
正
久
氏

（
演
　
題
）

「
最
近
の
国
際
情
勢
」

（
入
場
料
）

無
料
　
多
数
お
い
で
く
だ
さ

い
。

今
月
の
納
税
メ
モ

市
民
税
　
　
　
　
　

三
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
十
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
月
三
十
一
日
ま
で

市
長
日
誌

〔
９
月
〕

（
2
1日
）
　
通
地
区
敬
老
会

渋
木
地
区
農
集
電
話

開
通
式

県
体
選
手
団
壮
行
式

（
2
2日
）
　
区
長
会
、
婦
人
会
と

の
面
談
。

漁
港
協
会
大
津
支
部

総
会
。

（
2
3日
）
　
深
川
中
運
動
会

（
2
4日
）
　
俵
山
地
区
敬
老
会

（
2
6日
）
　
市
議
会

（
2
7日
）
　
深
川
小
運
動
会

（
2
8日
）
　
市
議
会

（
2
9
日
）
大
津
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
運

営
研
究
協
議
会
（
俵
山

小
、
中
）

（
3
0日
）
　
岡
本
代
議
士
来
訪

周
東
代
議
士
来
訪

［
1
0月
］

（
２
日
）
　
俵
山
小
運
動
会

（
３
日
）
長
門
市
交
通
安
全
会
議

（
４
日
）
　
農
業
構
造
改
善
事
業

落
成
式

総
務
、
文
教
厚
生
合

同
委
員
会

（
５
日
）
　
長
門
ユ
ネ
ス
コ
協
会

総
会
（
大
会
議
室
）

（
６
日
）
県
市
長
会
（
山
口
市
）

（
８
日
）
　
観
光
協
会
深
川
支
部

総
会

通
地
区
懇
談
会
（
通
）

私
た
ち
の
周
囲
か
ら

麻
薬
の
害
を
追
放
し
よ
う

九
月
と
十
月
の
二
か
月
間
は
、

麻
薬
禍
撲
滅
運
動
が
全
国
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
周
囲
に
、
あ
の

お
そ
ろ
し
い
麻
薬
を
追
放
す
る
た

め
、
お
た
が
い
が
十
分
注
意
し
ま

し
よ
う
。

も
し
、
次
の
ヒ
ン
ト
に
あ
て
は

ま
る
よ
う
な
人
を
ご
存
知
の
方
は

、
保
健
所
か
市
役
所
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

①
　
寝
起
き
の
時
間
が
不
定
で
、

怠
け
ぐ
せ
の
あ
る
人
。

‘

②
　
食
欲
が
目
に
見
え
て
な
く
な

。り
、
ヤ
セ
て
と
く
に
歯
が
目
立

っ
て
悪
い
人
も
要
注
意
人
物
。

③
　
し
な
び
た
皮
ふ
、
ど
す
ぐ
ろ

い
生
気
の
な
い
顔
、
近
ご
ろ
急

に
血
色
の
惡
く
な
づ
た
人

④
　
そ
し
て
毎
日
ブ
ラ
ブ
ラ
と
家

に
と
じ
こ
も
り
、
物
ぐ
さ
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
人
。

⑤
　
風
呂
好
き
な
人
が
急
に
嫌
が

る
よ
う
に
な
づ
た
人
も
、
何
か

か
く
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

⑥
　
夏
に
長
袖
の
シ
ャ
ツ
を
着
た

り
、
腕
に
ボ
ウ
タ
イ
を
巻
い
た

り
、
自
分
の
肌
を
つ
と
め
て
か

く
そ
う
と
し
て
い
る
人
で
、
ミ

ミ
ズ
の
よ
う
な
跡
が
腕
や
肢
に

出
来
て
い
た
ら
ほ
と
ん
ど
中
毒

者
で
す
。

⑦
　
当
然
、
金
づ
か
い
も
荒
く
、

こ
っ
そ
り
家
財
道
具
を
持
ち
出

す
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
使

。
い
道
を
聞
く
。

⑧
　
言
葉
巧
く
み
に
、
平
気
で
ウ

ソ
を
つ
く
人
も
危
険
人
物
。

⑨
　
あ
き
っ
ぽ
く
な
っ
た
人
、
何

を
や
っ
て
も
長
続
き
せ
ず
、
す

っ
か
り
無
精
者
に
な
づ
て
し
ま

っ
た
人
、

⑩
　
わ
が
ま
ま
で
、
し
か
も
意
志

が
弱
く
急
に
カ
ツ
と
怒
っ
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も
、
麻

薬
中
毒
か
そ
の
他
の
薬
物
中
毒

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

注
意
の
眼
を
光
ら
せ
る
必
要
が

あ
り
そ
う
で
す
。
　
　
　

｀

身
体
の
不
自
由
な

方
　
へ

無
料
巡
回
相
談
開
催

こ
の
相
談
は
、
身
体
の
不
自
由

な
人
に
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
指
導
と

措
置
を
お
こ
な
う
た
め
に
ひ
ら
か

れ
る
も
の
。

（
と

き
）

1
1月
８
日
（
火
曜
日
）

1
0
時
ー
1
4
時

（
と
こ
ろ
）

市
役
所
第
二
会
議
室
（
三
階

）

（
相
談
科
目
と
担
当
者
）

△
整
形
外
科

県
立
医
大
整
形
外
科
教
授

県
立
中
央
病
院
整
形
外
科
部
長

△
眼
科

県
立
医
大
眼
科
教
授

県
立
中
央
病
院
眼
科
部
長

△
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

県
立
医
大
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

教
授

県
立
中
央
病
院
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
部
長

善
意
銀
行
預
託
者

九
月
分

（
現
金
口
座
）

市
役
所
課
長
会
。
三
隅
病
院
。
赤

間
キ
ミ
子
。
北
瀬
　
茂
。
内
田
平

兵
衛
。
ミ
サ
。
秋
富
ム
ツ
子
。
Ｆ

江
。
Ｓ
子
。
俵
山
歌
舞
伎
。
安
部

博
。

合
計
　
四
六
、
二
〇
〇
円

（
技
術
口
座
）

油
谷
兆
一
。

「
公
給
領
収
証
を
受
け

取
り
蓉
し
よ
う
」

山
口
県

巡回 レ ントゲン検診
１ 日 時 及 び 会場

月　日　　　 会　　 場　　　　 畤　 間

( 10 月20 日)

通公民館　　10時30分ー14時30分

( 10月21 日)

大 日 比 公 会 堂　　　9, 30- 14, 30

( 10月24 日)
大 泊 水 産 高 校 寮 前9, 30 ―10. 30

洲 崎 町 洲 崎 神 社 前10, 50 －11, 40
新 町 極 楽 寺前　　13, 30- 14, 30

元仙崎座前　14, 40- 15, 40

マル ヨ 食品 前　　15, 50- 16, 40

( 10月26 日)

新 開 町 守 田 修 理 工 場 前　9, 30- 10, 30

白 方 １ 区 バ ス 停前10, 40- 11, 40

白 方 ３区 大 谷 区 長 宅 前13, 30- 14, 30

八 坂 神 社 前　　　14, 40- 15, 30

観 光 セ ン タ ー前　15, 40- 16, 40

( 10月28日)
駅 前長 門 映 劇 前　　9, 30 - 10, 30

長 門病 院 前　　　10, 40- 11, 40

湊 長 門 税務 署 前　13, 30- 14, 30

湊 高 木 自転 車 店 前14, 40- 15, 40

中 央 公民 館 前　　15, 50- 16, 50
( 11月７日)

長 門 商工 会 議 所 前　9, 30- 10, 30
正 明 市１ 区 松 野 理 髪 店 前10, 40- 11, 40

三 の瀬 公 会 堂 前　13, 30- 14, 00

湯 本 温泉 大 衆 浴 場 前14, 20- 15, 20

農 協 湯 本 支所 横　15, 30- 16, 30

月　 日　　 会　　 場　　　 時　 間

（11 月９日 ）
上川西公会堂前9時30分ー10時30夕2

下 郷 み ど り橋 前　10, 50- 11, 50
開 作 橋 手 前　　　13, 30- 14, 20

西 深 川 保 育 園 横　14, 30- 15. 20

長 門 高 校 正 門前　15, 40- 16, 30

（11月11 日 ）
河 原 公 会 堂前　　　9, 30- 10, 30

板 持 田 屋 床 団地　30, 40- 11, 30

板 持 区 公 会 堂 前　13, 30- 14, 30

板 持 １ 区 長 門木 材前14, 40- 15, 20

江良 公 会 堂前　　15, 30- 16, 00

飯 山八 幡 宮 前　　16, 10- 16, 40

（11 月17 日 ）
真 木 公 会 堂前　　10, 00- 11, 00

渋木１区集会所前13, 00- 13, 40

大 畑 小 学 校 前　　14, 00- 15, 00

養 鶏 農 協 渋 木 集 卵 所 前15, 10- 16, 00

（11 月18 日 ）　　　　　　　　　　　　　，

俵 山 小 原 バ ス停 前10, 00- 11, 00

木 津 集 会所 前　　11, 10- 12, 00

田中バス停留所前13, 00- 14, 00
俵 山 支所 前　　　14, 10- 15, 30

（11月28 日 ）
湯町金光教会前　10, 00- 12, 00

七 重 集 会所 前　　13, 30- 14, 00

下 安田 宮 城商 店前14, 20- 14, 50
上 政集 会 所 前　　15, 10- 15, 40

２ 該 当 者 一 般 住民 。 た だし 乳 幼 児 、 児 童 、 生 徒 、 学生 及び 各職 場 に 於 て 検診 を受 け

ら れ た方 を 除 く。
・ゴム・ボタン・ホック・金具等のない下着であれば、着用のままで受診

で き ます 。

市
教
育
長
に

大
田
啓
治
氏
を
央
め
る

故
伊
達
英
治
教
育
長
の
後
任
に
、
大
田
啓
治
氏
（
5
8歳
）
が
き
ま

り
ま
し
た
。
大
田
教
育
長
は
、
明
治
4
1年
1
0月
油
谷
町
の
生
れ
で

、
昭
和
２
年
油
谷
町
宇
津
賀
小
学
校
を
振
り
出
し
に
、
昨
年
4
0年

３
月
深
川
中
学
校
校
長
を
退

職
さ
れ
る
ま
で
三
十
八
年
教

育
に
打
ち
込
み
、
そ
の
う
ち

十
余
年
長
門
市
内
の
中
学
校

長
を
歴
任
し
た
市
内
学
校
教

育
の
ベ
テ
ラ
ン
。
な
お
任
期

満
了
と
な
っ
た
、
市
教
育
委

員
白
潟
修
一
氏
の
後
任
は
、
才
能
、
手
腕
を
高
く
買
わ
れ
、
白
潟

修
一
　
6
0
歳
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
市
教
育
長
に
任
命
さ
れ
た
大
田
啓
治
氏
）
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刈
り
入
れ
ど
き

の
防
犯

史
上
最
高
の
収
穫
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
し
の
稲
作
も
、
刈
り
入
れ

９
い
そ
が
し
い
時
期
と
な
り
ま
す

こ
の
い
そ
が
し
さ
に
っ
け
こ
ん

で
、
ア
キ
巣
や
忍
び
込
み
な
ど
が

増
え
ま
す
。

昨
年
こ
の
時
期
に
起
っ
た
犯
罪

は
、
山
口
県
内
で
三
二
〇
件
、
長

門
署
管
内
で
八
件
。

こ
の
原
因
は
、
忍
び
込
み
で
は

半
数
以
上
が
戸
締
り
を
し
て
な
か

っ
た
り
、
不
完
全
の
た
め
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
キ
巣
は
、
ほ
と
ん
ど

が
昼
間
で
一
家
総
出
の
る
す
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

米
の
収
穫
は
多
く
て
も
、
ア
キ

巣
、
忍
び
込
み
の
被
害
に
か
か
っ

た
ら
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
被
害
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
お
た
が
い
に
次
の
こ
と

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

・
　
野
良
に
出
る
と
き
は
、
る
す

番
を
お
く
か
、
も
し
不
在
の
場

合
は
よ
く
戸
締
り
を
し
つ
か
り

し
ま
し
よ
う
。

・
　
昼
間
の
疲
れ
で
戸
締
り
を
忘

れ
が
ち
で
す
。
寝
る
誚
に
も
戸

締
り
を
し
つ
か
り
と
。

・
　

自
転
車
や
洗
た
く
も
の
な
ど

は
必
ず
屋
内
に
入
れ
る
。

・
　
押
し
売
り
は
、
最
初
に
キ
ツ

パ
リ
と
断
わ
る
こ
と
。

一
　
万
一
被
害
に
か
か
つ
た
ら
現

場
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
早
く
警

察
に
Ｕ
け
る
。

・
　
見
知
ら
ぬ
人
で
、
ど
う
も
お

か
し
い
と
思
わ
れ
た
ら
警
察
へ

す
ぐ
連
絡
し
ま
し
よ
う
。

郵
便
貯
金
は

住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
る

郵
政
省
は
、
こ
と
し
も
十
月
を

「
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便

貯
金
奨
励
運
動
月
間
」
と
決
め
、

全
国
的
に
こ
の
運
動
を
ひ
ろ
げ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

郵
便
貯
金
は
、
大
蔵
省
を
と
お

し
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
貸
し
出

さ
れ
、
住
宅
、
学
校
の
建
築
、
上

下
水
辺
の
整
備
、
中
小
企
業
、
農

漁
業
の
振
興
な
ど
公
共
施
設
の
拡

充
と
産
票
開
光
の
た
め
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
月
間
を
機
会
に
郵
便

貯
金
を
さ
ら
に
ご
理
解
い
た
だ
く

よ
う
郵
便
局
で
は
み
な
さ
ん
に
呼

び
か
げ
て
い
ま
す
。

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

1
1
月
６
日
英
彦
山
へ

長
門
や
ま
び
こ
会
と
市
教
育
委

員
会
が
主
催
の
第
十
七
回
市
民

ハ

イ
キ
ン
グ
は
、
英

彦
山

と
き
ま
り

ま
し
た
。

参
加

ご
希
望
の
方
は
、
十
月
末

ま
で
に
会
賞
六
〇

〇
円

（
子

ど
も

五
〇
〇
円

）
を
添

え
市
教

育
委
員

会
ま
で
中

込
ん
で
く
だ

さ
い
。

（
定
八
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
）

（
と
　

き
）

十
一
月
六
日
（
日
）
雨
天
決

行

（
目
的
地
）

英
彦
山
（
福
岡
県
、
大
分
県

）
標
高
一
一
一
九
メ
ー
ト

ル
。

（
行
　
程
）

仙
崎
駅
前
発
六
時

市
役
所
前
発
六
時
十
五
分

市
役
所
帰
着
十
九
時
予
定

・
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教

育
委
員
会
へ
。

体
力
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト

1
0月
2
2日
深
川
小
で

市
教
育
委
員
会
が
主
催
で
、
壮

年
層
を
対
象
に
、
体
カ
ス
ポ
ー
ツ

テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
と
　
き
）

1
0月
2
2日
（
土
曜
日
）

午
後
１
時
ー
５
時

（
と
こ
ろ
）

深
川
小
学
校
体
育
館

（
テ
ス
ト
種
目
）

血
圧
測
定
。
握
力
。
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
投
。
垂
直
と
び
。
立
ち
幅
と

び
。
急
歩
。
反
復
横
と
び
他
。

（
対
象
者
）

3
0歳
か
ら
5
9歳
ま
で
の
健
康
な

男
女
な
ら
ど
な
た
で
も
。

当
日
は
、
運
動
の
で
き
る
服
装

の
方
が
よ
い
。

夫
婦
で
月
一
万
円
に

国
民
年
金
法
か
わ
る

こ
の
た
び
、
国
民
年
金
法
の
一

部
が
か
わ
り
、
国
民
年
金
額
と
掛

け
金
が
明
年
一
月
か
ら
改
正
さ
れ

ま
す
。

【
拠
出
年
金
関
係
一

老
令
年
金
（
二
十
五
年
納
付
の
場

合
）

二
万
四
千
円
か
六
万
円
に
。

障
害
年
金
（
二
級
障
害
の
場
合
）

二
万
四
千
円
か
六
万
円
に

（
一
級
障
害
の
加
算
額
）

六
千
円
か
一
万
二
千
円
に

母
子
年
金
（
子
一
人
の
場
合
）

一
方
九
千
二
百
円
か
五
万
五

千
二
百
円
に
。

遺
児
年
金

一
万
二
千
円
が
三
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
支
給
条
件
が
緩
和
さ
れ

心
臓
病
な
ど
内
部
疾
患
に
よ
る
障

害
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
額
の
改
定

最
近
の
物
価
高
で
、
現
在
の
年

金
額
で
は
少
な
い
の
で
、
前
述
の

よ
う
に
年
金
額
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
財
源
を
つ
く
る
た
め
保
険
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
4
2年
１
月
か
ら

3
4歳
ま
で
月
二
百
円

3
5歳
か
ら
月
二
百
五
十
円

昭
和
4
4年
１
月
か
ら

3
4歳
ま
で
月
二
百
五
十
円

3
5歳
ま
で
月
三
百
円

【
福
祉
年
金
関
係
】

老
令
福
祉
年
金

一
万
五
千
六
百
円
か
一
万
八

千
円
に
。

障
害
福
祉
年
金

二
万
四
千
円
か
二
万
六
千
四

百
円
に

母
子
福
祉
年
金
（
子
一
人
の
場
合

）
一
万
八
千
円
が
二
万
四
百
円

に
。

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

そ
の
他
支
給
条
件
な
ど
も
か
わ

り
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
国

民
年
金
係
へ
お
に
ず
ね
く
だ
さ
い

健康メモ

高
血
圧
と

脳
卒
中

私
た
ち
四
人
に
一

人
は
、
脳
卒
中
に
な

る
危
険
が
あ
る
よ
う

で
す
。

脳
卒
中
は
、
お
モ
チ
を
金
網
の

上
に
の
せ
て
焼
く
と
ブ
ー
ツ
と
ふ

く
れ
出
し
て
（
チ
ン
と
は
じ
け
る

よ
う
に
、
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
脳

の
申
○
鋤
じ
り
壁
に
お
き
、
ド
ツ

と
齟
か
め
ふ
μ
出
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
人
川
卯
皿
管
は
、
ゴ
ム

管
の
よ
つ
な
弾
力
が
あ
り
、
ふ
だ

ん
の
十
倍
の
圧
力
を
加
え
て
も
ふ

く
れ
る
だ
け
で
破
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
闘
血
止
だ
け
で
は
、

卒
中
は
お
き
ま
せ
ん
。

壁
の
ど
こ
か
に
危
険
箇
所
、
つ

ま
り
勍
脈
峺
化
が
あ
つ
て
は
じ
め

て
血
管
が
破
れ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
、
高
麒
比
と
動
脈
硬
化

は
別
々
の
病
気
と
い
え
ま
す
。

た
だ
高
血
圧
の
時
期
に
治
さ
な

い
と
動
脈
硬
化
へ
と
進
む
も
の
で

す
。血

圧
値
は
、
そ
の
日
、
そ
の
時

の
身
体
と
心
の
状
態
で
二
〇
ー
三

〇
く
ら
い
上
下
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

「
私
は
血
圧
が
高
い
」
と
嘆
く

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
血
圧
が
い

く
ら
高
く
て
も
動
脈
硬
化
が
な
い

限
り
脳
卒
中
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん

こ
れ
と
逆
に
血
圧
値
が
た
と
え

一
五
〇
以
下
で
も
動
脈
硬
化
が
あ

れ
ば
心
配
で
す
。

頭
加
、
頭
か
お
も
い
、
肩
こ
り

目
ま
い
な
ど
何
か
の
症
状
が
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
症
状
が
な
く
て

も
牡
比
値
の
高
い
人
は
、
売
薬
に

た
よ
ら
ず
、
専
問
医
に
一
度
見
て

も
ら
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
し
よ

赤
い
羽
根

共
同
募
金
に
御
協
力
を

〃
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
び
と
に
爰

の
手
を
〃
と
、
た
す
け
あ
い
の
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
は
、
こ
と
し
で
二
十
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
と
し
も
十

月
一
日
か
ら
十
二
月
末
ま
で
の
三

か
月
間
、
全
国
一
せ
い
に
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

山
口
県
の
こ
と
し
の
募
金
目
標

額
は
四
ニ
一
五
万
円
で
、
こ
の
目

標
額
は
次
の
よ
う
な
配
分
計
画
に

も
と
ず
い
て
い
ま
す
。

ま
ず
半
数
に
近
い
四
十
七
ハ
ー

セ
ン
ト
は
、
「
め
ぐ
ま
れ
な
い
子

ど
も
」
「
か
ら
だ
の
不
自
由
な
人

」
「
ら
い
患
者
」
そ
れ
に
民
間
社

会
福
祉
事
業
の
企
画
や
指
導
な
ど

、
全
県
的
視
野
に
立
つ
事
業
に
配

分
さ
れ
ま
す
。

次
に
二
十
九
ハ
ー
セ
ン
ト
は
市

町
村
を
単
位
と
す
る
低
所
得
者
の

援
護
、
児
童
、
老
人
、
母
子
世
帯

の
福
祉
、
保
健
衛
生
の
向
上
の
た

め
の
事
業
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

ま
た
共
同
募
金
期
間
の
う
ち
、

十
二
月
の
一
か
月
問
は
〃
歳
末
た

す
け
あ
い
期
間
夕
と
し
て
の
募
金

も
あ
わ
せ
行
な
い
、
十
七
ハ
ー
セ

ン
ト
が
、
こ
れ
ら
ふ
し
あ
わ
せ
な

人
々
に
明
る
い
お
正
月
を
迎
え
て

い
た
だ
く
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
残
り
の
七
パ
ー
セ
ン
ト

が
、
精
神
薄
弱
者
の
施
設
な
ど
に

配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。目

標
包
た
て
て
寄
付
の
割
当
と

い
っ
た
誤
賻
を
招
き
や
す
い
も
の

で
す
が
、
こ
の
巡
勍
は
お
互
い
の

善
怠
に
よ
り
、
社
会
人
と
し
て
の

共
同
の
責
務
を
身
分
に
応
じ
て
果

た
し
て
い
く
も
の
で
す
。

幸
い
長
門
市
囹
で
は
、
み
な
さ

ん
の
温
か
い
ご
協
力
に
よ
り
毎
年

目
標
額
を
達
成
し
、
各
方
面
か
ら

非
常
に
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ふ
し
あ
わ
せ
な
人
び
と
の
た
め

に
「
共
同
募
金
」
に
協
力
し
ま
し

よ
う
。三

歳
児
の

健
康
診
査

子
ど
も
は
三
歳
ご
ろ
に
な
る
と

知
恵
づ
き
の
よ
し
子
か
知
恵
お
く

れ
か
が
、
は
つ
き
り
し
て
き
ま
す

こ
の
子
た
ち
の
歳
能
を
見
出
す

た
め
三
才
児
健
康
診
査
を
次
の
日

程
で
ひ
ら
き
ま
す
。

該
当
児
は
、
昭
和
3
7年
1
0月
２

日
か
ら
3
8
年
1
0
月
１
日
ま
で
に
生

れ
た
幼
児
、

（
日
　
程
）

1
0
月
1
7
日

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会

選

（
雑
　
詠
）

番
水
と
な
り
て
わ
が
守
る
日
焼
け

田
に
井
手
水
は
月
を
砕
き
つ
づ

入
る
　
渋
木
　
吉
地
ア
ヤ
子

貧
す
る
は
哀
し
き
こ
と
よ
信
じ
た

る
夫
が
激
し
き
言
葉
を
返
す

板
持
　
寺
田
章
子

雨
雲
の
又
遠
く
去
り
老
農
の
眼
け

わ
し
く
も
番
水
を
引
く

正
明
市
　
藤
津
城
目

（
当
季
雑
詠
）

友
と
逢
ひ
ま
た
菊
展
に
歩
を
返
す

油
谷
　
水
島
呂
山

満
月
を
ひ
そ
か
に
憎
む
く
る
の
影

光
巾
　
新
田
珠
樹

土
問
に
ち
る
一
夜
を
ふ
き
し
貝
の

汐
　
　
　
明
木
　
岡
　
正
代

た
か
ぶ
り
し
心
に
ラ
ム
ネ
噴
き
こ

ぼ
す
　
　
赤
郷
　
吉
崎
松
之
進

中
国
展
観
覧
バ
ス

会
員
を
募
集

北
九
州
市
小
倉
区
で
開
催
中
の

中
華
民
国
共
和
国
経
済
貿
易
展
覧

会
の
バ
ス
会
員
を
次
の
よ
う
に
募

集
し
て
い
ま
す
。

（
観
覧
日
）

1
0月
1
9日
と
2
0日

い
ず
れ
も
午
前
８
時
長
門
市
駅

前
集
合
。

（
会
　
費
）

一
人
に
つ
き
六
〇
〇
円
（
当
日

持
参
）

（
申
込
み
）

ご
希
望
の
方
は
、
1
0
月
1
7
日
正

午
ま
で
に
、
市
商
工
観
光
課
へ

九
二
８
上

一
、呂
　

大
畑
小
学
校

三
、呂
－

盲
、一言
　
向
陽
小
学
校

1
0月
1
9
日

九
、一８
上

四
、一８
　
中
央
公
民
館

1
0月
2
0
日

一
二
、一８
上

四
、呂
　

通
　

公
民
館

1
0月
2
6
日

九
、
一
８
上
四
、
言
　
仙
崎
小
学
校

1
0月
2
7
日

九
、
言
一
二
、
言
　

俵
山
支
所

求
人
案
内

集
金
員
　
一
名

五
十
五
歳
ま
で
の
男
子

給
与
月
約
三
二
〇
〇
〇
円

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
エ
　
一
名

十
六
一
四
十
歳
の
女
子

給
与
月
約
一
一
七
〇
〇
円

か
ま
ぼ
こ
工

四
十
歳
ま
で
の
女
子

給
与
月
約
一
二
〇
〇
〇
円

（
萩
職
業
安
定
所
受
付
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

接
種
希
望
者
を
募
集

（
対
象
者
と
料
金
）

生
後
三
か
月
ー
一
歳
　
二
〇
円

一
歳
－
六
歳
　
　
　
　

四
〇
円

六
歳
ー
十
五
歳
　
　
　
六
〇
円

池
田
大
助
捕
物
帳
（
野
村
胡
堂
）

剣
　
鬼
（
第
二
編
）
　
（
柴
田
練
三

郎
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
革
命
（
宮
田
慶
三

郎
）

青
春
と
美
　
（
武
者
小
路
実
篤
）

私
の
人
生
案
内
（
石
川
達
三
）

毛
沢
東
の
考
え
方
（
杉
本
達
夫
）

子
供
は
生
み
わ
け
ら
れ
る
（
塩
見

乾
）

旅
程
と
費
用
（
長
谷
川
小
太
郎
）

図
書
館
が
休
館

ば
く
書
の
た
め

長
門
市
立
図
書
館
は
、
図
書
の

虫
干
し
（
ば
く
書
）
の
た
め
次
の

期
間
休
館
し
ま
す
。

1
0月
1
7日
（
月
）
か
ら
2
2日
（

土
）
の
六
日
間
。
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